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常 任 委 員 会特別委員会
委
員
会
名
（
定
員
）

委
　
員
　
名

（
◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長
）

所
　
管
　
事
　
項

議
会
運
営
委
員
会（
５
人
）

・
議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
関
す
る
事
項

・
持
続
可
能
な
議
会
運
営
に
向
け
た
議
会
改
革
に

　
関
す
る
事
項

・
議
会
広
報
誌
の
編
集・発
行
に
関
す
る
事
項

・
議
会
広
報
の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
項

・
議
会
報
告
会
に
関
す
る
事
項

・
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項 

・
議
会
の
会
議
規
則
、委
員
会
条
例
等
に
関
す
る
事
項 

・
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

・
市
政
全
般
に
関
す
る
事
務
の
調
査
及
び
議
案
、

　
請
願
、
陳
情
等
の
審
査
に
関
す
る
事
項

　
※
総
務
文
教
委
員
会
・
産
業
建
設
福
祉
委
員
会
の

　
　
２
委
員
会
か
ら
１
委
員
会
に
改
編
。

・
予
算
の
議
案
等
に
関
す
る
事
項

・
決
算
の
議
案
等
に
関
す
る
事
項

◎
星
野 

和
彦
　
〇
長
林 

三
代

　
堀
　 

未
季
　
　
坂
根 

栄
六

　
松
本
　 

隆

◎
松
本
　 

隆
　
〇
坂
根 

栄
六

　
寺
田 

俊
介
　
　
柳
川
　 

聡

　
宇
都
宮 

綾
　
　
長
林 

三
代

　
濱
本 

喜
彦
　
　
堀
　 

未
季

　
久
保
　 

浩
　
　
星
野 

和
彦

　
長
本 

義
浩
　
　
松
浦 

登
美
義

◎
長
本 

義
浩
　
〇
星
野 

和
彦

　
柳
川
　 

聡
　
　
宇
都
宮 

綾

　
松
本 

　
隆

◎
堀
　 

未
季
　
〇
長
林 

三
代

　
寺
田 

俊
介
　
　
濱
本 

喜
彦

　
久
保
　 

浩
　
　
松
本 

　
隆

◎
久
保
　 

浩
　
〇
宇
都
宮 

綾

　
寺
田 

俊
介
　
　
柳
川
　 

聡

　
長
林 

三
代
　
　
濱
本 

喜
彦

　
堀
　 

未
季
　
　
星
野 

和
彦

　
長
本 

義
浩
　
　
坂
根 

栄
六

　
松
本
　 

隆
　
　
松
浦 

登
美
義

　
※
監
査
委
員
（
坂
根 

栄
六
）
は

　
　
決
算
委
員
会
に
は
属
し
ま
せ
ん
。

議
会
活
性
化

　
　
　
　
　（
５
人
）

特
別
委
員
会

行
政
常
任

　
　
　
　
　（
12
人
）

委
員
会

予
算
委
員
会（
12
人
）

決
算
委
員
会（
11
人
）

議
会
情
報
化

　
　
　
　
　（
６
人
）

委
員
会

新
た
な
議
会
構
成

６月定例会のうごき
　６月定例会を５月25日から６月３日までの10日間開催しました。
　今定例会では、補正予算、公平委員会委員の選任など４議案と報告２件を審査し、いずれも原案の
とおり可決、同意、承認しました。
　また、議員提案の 「市議会委員会条例の一部改正」など３件のほか、「すべての子どもたちが自分
らしく学べる教育環境の確立に向けた提言書」、「市の就労施策に関する提言書」を可決しました。
　一般質問は６月２日、３日に６人の議員が行いました。今定例会の傍聴者は延べ11人でした。

７月臨時会のうごき
　市議会議員一般選挙後の初議会として、７月臨時会を７月21日に開催しました。
　議長及び副議長の選挙、議会運営委員及び常任委員の選任並びに正副委員長の互選などを行いまし
た。
　また、農業委員会委員の任命など２件を審査し、いずれも原案のとおり同意したほか、議員提案の「市
議会委員会条例の一部改正」を可決しました。
　臨時会の傍聴者は４人でした。

議 会 の 構 成
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宮
津
市
議
会

　新
体
制
ス
タ
ー
ト

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
の

活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　こ
の
た
び
、
第
40
代
市
議
会
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。 

　本
市
が
希
望
を
も
っ
て
前
進
す
る
た
め
に

は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
の
議
会
の

権
能
を
発
揮
し
、
市
長
と
の
適
切
な
緊
張
関

係
を
保
ち
つ
つ
、
言
論
の
府
と
し
て
の
議
会

が
活
発
で
あ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
住
民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感

で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
人
の
輝
く
宮

津
」
へ
の
実
現
に
向
け
、
議
会
が
一
丸
と
な

っ
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

宮
津
市
議
会
議
長
　松
浦 

登
美
義

　
宮
津
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
６
月
14
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
届

出
の
あ
っ
た
候
補
者
が
12
人
（
定
数
）
で
あ
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま

し
た
。
選
挙
会
を
経
て
、
新
し
い
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
各
議
員
が
所
属
す
る
会
派
の
構
成
も
決
ま
り
、
７
月
21
日
に
改
選
後
の

初
議
会
が
開
か
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
の
構
成
、
議
会
運

営
委
員
の
選
任
並
び
に
正
副
委
員
長
の
互
選
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
議
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 まつ　　うら　　 と　み よし
議　長 松　浦　登美義

 なが　　もと　　よし　　ひろ
副議長 長　本　義　浩

議
会
選
出
の
監
査
委
員

 

坂
　
根
　
栄
　
六

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長 

星
　
野
　
和
　
彦

副
委
員
長 

長
　
林
　
三
　
代

常
任
委
員
会

●
行
政
常
任
委
員
会

委
員
長 

松
　
本
　
　
　
隆

副
委
員
長 

坂
　
根
　
栄
　
六

●
予
算
委
員
会

委
員
長 

久
　
保
　
　
　
浩

副
委
員
長 
宇
都
宮
　
　
　
綾

●
決
算
委
員
会

委
員
長 

久
　
保
　
　
　
浩

副
委
員
長 

宇
都
宮
　
　
　
綾

●
議
会
情
報
化
委
員
会

委
員
長 

堀
　
　
　
未
　
季

副
委
員
長 

長
　
林
　
三
　
代

特
別
委
員
会

●
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長 

長
　
本
　
義
　
浩

副
委
員
長 

星
　
野
　
和
　
彦
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宮
津
市
議
会
の
会
派
構
成
・
抱
負
①
住
所
　
②
今
回
を
含
む
当
選
回
数

※
年
齢
は
令
和
８
年
８
月
20
日
現
在

蒼 風 会 一致結束し、市の課題に挑む！

　
こ
の
た
び
の
宮
津
市
議
会
議

員
選
挙
で
は
無
投
票
と
い
う
結

果
と
な
り
、
評
価
は
分
か
ら
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
保

守
系
無
所
属
会
派
で
あ
る
蒼
風

会
と
し
て
は
、
現
職
３
名
と
新

人
３
名
の
計
６
名
、
議
席
の
過

半
数
と
な
る
最
大
会
派
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
市
に
と
っ
て
重

要
な
４
年
間
を
迎
え
る
そ
の
意

義
と
責
任
の
大
き
さ
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
市
が
直
面
す
る
大

き
な
諸
課
題
に
対
し
、
真
摯
に

向
き
合
い
議
論
を
重
ね
、
各
議

員
が
掲
げ
た
想
い
が
形
と
な
る

よ
う
一
致
結
束
し
、
力
を
合
わ

せ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、宮
津
市
を
元
気
に
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
宮

津
市
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、

そ
し
て
、
選
ば
れ
る
ま
ち
、
持

続
可
能
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
我
々
だ
け
で
は
成
し
遂
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
よ
り
良
い
宮
津
市
に
す
る
た

め
に
は
市
民
の
皆
様
の
お
力
が

不
可
欠
で
す
。
市
民
の
皆
様
と

共
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　「
為
せ
ば
成
る
　
為
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
何
事
も
　
成
ら
ぬ
は
人

の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」

教えて

議会用語！  か　い　は

会派  とは何でしょうか？

　会派とは、同じような考え方や政策を持つ議員が、議会活動をより効果的に行うた
めに結成する議員グループのことです。会派は議会運営や政策立案において重要な役
割を果たしますが、法律上の「議会の機関」ではなく、議員が自主的に組織する団体です。
宮津市議会では、会派は議員２名以上で組織することとしています。会派に所属する・
所属しないは任意であり、任期途中であっても、会派への加入や脱退は自由に行えます。

幹事長
さか ね えいろく

坂根 栄六 48歳
①須津　②５回

てら だ  しゅんすけ

寺田 俊介 41歳
①今福　②１回

ながもと よしひろ

長本 義浩 62歳
①溝尻　②３回

はまもと よしひこ

濱本 喜彦 68歳
①由良　②１回

ほり 　み　き

堀 未季 42歳
①小田　②２回

やながわ 　 さとる

柳川 　聡 54歳
①上司　②１回
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議決結果
全員賛成で可決した議案

件　　　　　名議案番号

40

41

市議８

結果

同意

〃

可決

農業委員会委員の任命

監査委員の選任

市議会委員会条例の一部改正

【７月臨時会】

件　　　　　名議案番号

報告６

報告７

36

37

38

39

市議３

市議４

市議５

市議６

市議７

結果

承認

〃

同意

可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

【６月定例会】

関
係
機
関
の
議
会
議
員

機
関
名

与
謝
野
町
宮
津
市

中
学
校
組
合
議
会

宮
津
与
謝
消
防
組

合
議
会

宮
津
与
謝
環
境
組

合
議
会

京
都
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

議
会

京
都
地
方
税
機
構

議
会

議
員
名

柳
　
川
　
　
　
聡

宇
都
宮
　
　
　
綾

久
　
保
　
　
　
浩

長
　
本
　
義
　
浩

坂
　
根
　
栄
　
六

松
　
本
　
　
　
隆

寺
　
田
　
俊
　
介

長
　
林
　
三
　
代

濱
　
本
　
喜
　
彦

堀
　
　
　
未
　
季

星
　
野
　
和
　
彦

松
　
浦
　
登
美
義

宇
都
宮
　
　
　
綾

久
　
保
　
　
　
浩

坂
　
根
　
栄
　
六

松
　
本
　
　
　
隆

長
　
本
　
義
　
浩

長
　
本
　
義
　
浩

専決処分の承認を求めること（市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めること（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

公平委員会委員の選任

（仮称）宮津市新し尿受入施設の建設工事委託に関する基本協定（その１）の締結

京都地方税機構規約の変更

Ｒ８土地建物造成事業特別会計補正予算（第１号）

すべての子どもたちが自分らしく学べる教育環境の確立に向けた提言書

宮津市の就労施策に関する提言書

市議会委員会条例の一部改正

市議会会議規則の一部改正

市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

人
事
案
件

同意　
次
の
と
お
り
人
事
案
件

に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
公
平
委
員
会
委
員

き
り
　
　
む
ら
　
　
け
い
　
　
こ

桐
　
村
　
圭
　
子 

氏

◆
農
業
委
員
会
委
員

か
り
　
　
の
　
　
し
げ
　
　
ゆ
き

狩
　
野
　
重
　
幸 

氏

し
ま
　
　
ざ
き
　
　
か
ず
　
　
お

嶋
　
﨑
　
和
　
男 

氏

な
か
　
　
の
　
　
ま
さ
　
　
ひ
こ

中
　
野
　
正
　
彦 

氏

か
わ
　
　
し
ま
　
　
ま
さ
　
　
ひ
で

河
　
嶋
　
將
　
秀 

氏

い
ま
　
　
な
か
　
　
む
つ
　
　
み

今
　
中
　
睦
　
美 

氏

　ど
　
　
　
い
　
　
　
　
つ
か
さ

土
　
井
　
　
司
　 

氏

せ
き
　
　
の
　
　
け
い
　
　
じ

関
　
野
　
掲
　
司 

氏

よ
し
　
　
だ
　
　
　
　
す
す
む

吉
　
田
　
　
進
　 

氏

ま
え
　
　
だ
　
　
な
お
　
　
こ

前
　
田
　
直
　
子 

氏

　う
　
　
　
の
　
　
　
ゆ
　
み
　
こ

宇
　
野
　
由
美
子 

氏

み
ぞ
　
　
ぐ
ち
　
　
よ
し
　
　
の
ぶ

溝
　
口
　
喜
　
順 

氏

ほ
そ
　
　
み
　
　
　
　
ま
こ
と

細
　
見
　
　
真
　 

氏

や
ま
　
　
し
た
　
　
た
け
　
　
と
し

山
　
下
　
剛
　
敏 

氏

　わ
　
く
　
だ
　
　
　
ふ
　
み
　
よ

和
久
田
　
二
三
代 

氏
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日本共産党
宮津市会議員団

女性の視点で、
　　暮らし優先の市政への転換

　
私
た
ち
の
会
派
は
、
現
有
２

議
席
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
し
た
の

は
つ
か
の
間
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
で

多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
米
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。「
戦
争
」
が
物

価
高
騰
や
も
の
が
手
に
入
ら
な

い
事
態
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。

　
市
政
で
は
公
共
料
金
の
引
き

上
げ
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
で

市
民
か
ら
暮
ら
し
に
不
安
の
声

幹事長
ながばやし 　み　よ

長林 三代 68歳
①今福　②５回

　うつのみや あや

宇都宮 綾 56歳
①木子　②３回

が
届
い
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
宮
津
市
会
議
員

団
は
、
引
き
続
き
、
誰
も
が
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
市

政
へ
届
け
ま
す
。

　
ま
た
、
当
会
派
の
女
性
議
員

は
２
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
期
と
同
様
に
女
性
議
員
の

議
席
数
は
３
議
席
で
す
。
女
性

の
政
治
参
加
は
、
民
主
主
義
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
よ
り
進
め

る
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
大
き

な
課
題
と
な
る
中
で
、
女
性
の

視
点
を
大
切
に
、
い
の
ち
と
平

和
、
暮
ら
し
と
生
業
を
守
り
、

福
祉
充
実
の
市
政
と
な
る
よ
う

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

第19期宮津市議会議員
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公 明 党 あなたの声を市政に

　
公
明
党
は
、
現
有
２
議
席
会

派
と
な
り
ま
し
た
。「
大
衆
と

と
も
に
」
と
の
公
明
党
の
立
党

精
神
を
基
に
、
あ
な
た
の
声
を

市
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
宮
津
市
は
、
人
口
の
減
少
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
活

力
の
低
下
の
課
題
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
活
力

あ
る
宮
津
市
づ
く
り
に
市
民
の

皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
、
財
政
健
全
化
か
ら
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
第
一
次
産
業
と
連
携

し
た
道
の
駅
の
拡
充
、
地
域
資

源
や
海
を
活
用
し
た
稼
ぐ
ま
ち

の
推
進
。
移
住
定
住
の
推
進
に

よ
る
地
域
の
活
力
ア
ッ
プ
。
高

齢
者
の
皆
さ
ん
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

推
進
。
市
役
所
移
転
に
よ
る
利

便
性
向
上
の
推
進
。
関
西
電
力

宮
津
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
跡
地

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
産
業
」
の

企
業
誘
致
推
進
。
天
橋
立
の
世

界
遺
産
登
録
の
推
進
な
ど
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
の
段
階
と
な
り
ま

し
た
。

　「
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
」

南
北
に
細
長
い
、
日
本
の
縮
図

の
よ
う
な
本
市
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
実
感
で
き
る
宮
津
、
将

来
に
夢
を
描
け
る
ま
ち
の
構
築

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新無所属クラブ 宮津の底力で、
　　暗い世相を吹き飛ばそう！
　
無
所
属
議
員
の
集
ま
り
と
し

て
党
利
党
略
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

「
市
民
目
線
」
と
「
広
い
視
野
」

を
基
に
各
々
が
「
自
由
」
に
発

言
す
る
こ
と
を
主
眼
に
無
所
属

ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
８
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　
前
期
は
政
党
員
の
参
加
も
認

め
、
本
会
派
が
４
名
に
増
え
る

な
ど
新
無
所
属
ク
ラ
ブ
と
し
て

変
革
を
遂
げ
、
主
に
「
地
域
の

課
題
解
決
」「
財
政
健
全
化
の

促
進
」「
議
会
改
革
の
推
進
」「
文

化
と
歴
史
の
活
用
」「
人
へ
の

投
資
」
な
ど
に
注
力
し
ま
し
た
。

　
今
期
は
、
本
会
派
の
議
員

各
々
が
勤
務
し
た
Ｊ
Ａ
三
井
リ

ー
ス
㈱
と
宮
津
市
役
所
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
脈
を
活
用
し

て
、
主
に
以
下
８
点
の
課
題
解

決
を
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
の
一
員
と
し
て
市
長
へ

提
言
し
ま
す
。

①
市
が
提
案
す
る
重
要
事
案
の

説
明
や
地
域
間
格
差
な
ど
に
つ

い
て
市
民
と
じ
っ
く
り
話
し
合

う
市
政
運
営
。

②
各
界
で
活
躍
す
る
著
名
人
や

宮
津
市
出
身
者
と
市
民
と
の
交

流
促
進
。

③
移
住
に
つ
な
が
る
空
き
家
対

応
な
ど
の
人
口
減
少
対
策
。

④
先
進
地
を
参
考
に
し
た
ク
マ

な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策
と
ジ
ビ

エ
活
用
の
推
進
。

⑤
観
光
を
テ
コ
に
し
た
市
街
地

の
活
性
化
と
移
動
ス
ー
パ
ー
の

支
援
な
ど
買
い
物
弱
者
の
対
策
。

⑥
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
対
応
と

企
業
誘
致
の
推
進
。

⑦
戦
争
体
験
や
地
域
の
風
習
な

ど
を
語
っ
て
い
た
だ
く
高
齢
者

の
動
画
の
収
録
と
配
信
。

⑧
Ｆ
Ｃ（
撮
影
ロ
ケ
誘
致
）と
芸

能
人
の
移
住
促
進
。

幹事長
まつもと 　　たかし

松本 　隆 68歳
①江尻　②７回

まつうら 　と　み よし

松浦 登美義 68歳
①滝馬　②８回

幹事長
ほしの かずひこ

星野 和彦 60歳
①松原　②４回

　く　ぼ 　　ひろし

久保 　浩 66歳
①日ケ谷　②３回
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に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
宮
津

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
を

支
え
る
大
切
な
基
盤
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し

て
い
く
原
動
力
と
な
る
「
人

づ
く
り
」
を
中
心
に
、
市
民

と
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
共

創
が
重
要
。
今
後
も
し
っ
か

り
と
社
会
情
勢
や
事
業
の
実

施
状
況
、成
果
を
見
な
が
ら
、

後
期
基
本
計
画
を
進
め
る
。

み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
早
期
エ
ン
ト
リ
ー

問
　
未
活
用
の
養
老
小
学
校

廃
校
施
設
の
早
期
エ
ン
ト
リ

ー
の
推
進
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
の

「
未
来
に
つ
な
ご
う
『
み
ん
な

の
廃
校
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ

の
随
時
掲
載
は
可
能
。
廃
校

活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
や

団
体
向
け
に
譲
渡
・
貸
付
の

方
法
や
公
募
方
法
な
ど
の
詳

細
を
決
定
し
た
上
で
掲
載
し
、

今
年
秋
以
降
を
目
途
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
い
。
活
用
が
地

域
の
発
展
や
振
興
に
資
す
る

内
容
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

問
　
農
業
の
担
い
手
不
足
の

要
因
と
し
て
、
従
事
し
て
も

生
計
が
成
り
立
ち
に
く
い
構

造
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
資
材
等
の
価
格

高
騰
や
価
格
転
嫁
の
難
し
さ
、

厳
し
い
自
然
環
境
な
ど
不
安

定
要
素
が
多
い
こ
と
も
要
因

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
が
、

経
営
計
画
策
定
や
生
産
性
の

向
上
と
効
率
化
、
ブ
ラ
ン
ド

化
、
国
・
府
制
度
の
活
用
な

ど
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
　
小
規
模
農
家
が
補
助
制

度
の
対
象
外
と
な
り
や
す
い

実
態
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

や
対
応
は
。

　
　
　
　
　
面
積
を
要
件
に

す
る
場
合
、
単
独
農
家
で
は

活
用
で
き
な
い
状
況
も
あ
る

が
、
他
の
補
助
制
度
も
併
せ

て
活
用
で
き
る
よ
う
相
談
を

受
け
る
。

問
　
高
齢
者
に
よ
る
農
地
維

持
活
動
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
農
業
者
の
半
数

が
75
歳
以
上
と
い
う
状
況
。

単
な
る
生
産
だ
け
で
な
く
、

農
地
管
理
や
集
落
環
境
の
保

全
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い

る
。
地
域
計
画
の
実
現
に
あ

た
り
、
非
農
業
者
も
含
め
地

域
全
体
で
取
り
組
み
を
促
進

し
、
農
業
・
農
村
の
維
持
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
ど
の
よ
う
な
地
域

農
業
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　「
農
業
を
守
る
こ
と

は
本
市
の
未
来
を
守
る
こ

と
」と
認
識
し
、現
場
の
方
々

の
声
を
聞
き
な
が
ら
施
策
に

反
映
を
さ
せ
、農
業
者
、市
民
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
次

世
代
に
引
き
継
が
れ
る
持
続

可
能
な
農
業
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

産
業
部
長

産
業
部
長

教
育
次
長

産
業
部
長

問
　
総
合
計
画
の
前
半
５
年

間
が
経
過
し
た
。
上
期
の
取

り
組
み
を
客
観
的
か
つ
冷
静

に
検
証
し
、
成
果
と
課
題
を

明
確
に
し
た
上
で
、
後
期
計

画
に
つ
な
げ
る
重
要
な
局
面

に
あ
る
。
５
年
間
の
総
合
的

な
評
価
な
ど
を
伺
う
。

　
　
　
成
果
と
し
て
、
若
者

が
住
み
続
け
た
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
移
住
者
数
は

年
々
増
加
傾
向
で
、
令
和
７

年
度
は
過
去
最
高
の
52
人
・

31
世
帯
と
目
標
値
を
大
き
く

上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
転
出
超
過
数
の
減
少

に
つ
い
て
は
目
標
値
を
大
き

く
下
回
り
、
令
和
７
年
国
勢

調
査
の
速
報
値
で
宮
津
市
の

人
口
が
１
万
５
０
８
６
人
と

な
る
な
ど
、
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
は
な
か
な
か
緩
ま
な

い
状
況
。
成
果
を
出
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
や
事
業

者
、
各
種
団
体
と
の
協
働
が

重
要
で
あ
り
、
ま
ち
を
変
え

て
い
く
た
め
に
は
住
む
人
、

関
わ
る
人
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
と
行
動
の
変
革
が
必
要

市
長

一 問 一 答

人口減少時代における農業の持続可能性を問う
市　長 農業を守ることは本市の未来を守ること

やす 　　だ   　　ゆ  　　み

無会派　安 田 裕 美

一 括 方 式

宮津市第７次総合計画上期５年間の総括
市　長 市民と共に創り上げていく共創が重要である

まつ　　もと　　　　　たかし

公明党　松 本 　 隆

市
長
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問
　
市
民
の
市
長
へ
の
特
に

批
判
的
な
印
象
の
中
に
は
、

例
え
ば
、「
城
﨑
市
長
は
何

を
し
た
い
か
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。
何
を
考
え
て
い
る
か
も

分
か
ら
な
い
。
は
っ
き
り
言

っ
て
市
役
所
に
忖
度
し
過
ぎ

な
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い

は
言
い
な
り
な
の
で
は
な
い

か
。
も
っ
と
面
白
い
こ
と
が

で
き
る
人
な
の
で
は
…
」
と

中
に
は
厳
し
い
声
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
主
に
若
手
市
民

の
さ
ま
ざ
ま
な
声
か
ら
私
が

編
さ
ん
し
た
10
個
の
疑
問
を

も
と
に
、
市
役
所
の
考
え
で

は
な
く
、
政
治
家
・
城
﨑
雅

文
市
長
の
考
え
を
問
い
た
い

と
考
え
た
。（
本
「
議
会
だ

よ
り
」
に
お
い
て
は
、
10
個

の
中
の
1
つ
を
紹
介
す
る
。）

　
城
﨑
市
長
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
S
N
S
で
の

発
信
が
非
常
に
少
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
こ
れ
で
は
市
長
の

考
え
な
ど
市
民
、
特
に
若
手

市
民
に
伝
わ
る
わ
け
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。
本
来
な
ら
、

市
長
が
実
現
し
た
い
こ
と
を

市
民
に
訴
え
て
説
得
し
市
民

か
ら
多
く
の
賛
同
を
得
て
、

そ
れ
を
も
っ
て
市
役
所
を
従

わ
せ
る
の
が
市
長
の
役
目
で

は
な
い
の
か
。
そ
の
た
め
に

情
報
発
信
は
現
代
で
は
必
須

な
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
こ

れ
ほ
ど
情
報
発
信
が
少
な
い

の
か
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
言
を

抑
え
ら
れ
て
い
る
の
は
何
か

意
図
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
私
は
、
市
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
広
報
紙
と
い
っ
た
公
的

な
媒
体
を
通
じ
、
正
確
な
情

報
を
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん

へ
公
平
に
お
届
け
す
る
こ
と

に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
政
策
へ
の
思
い

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
市
民
と
対
話
を
積

み
重
ね
て
い
く
。

そ
ん
た
く

６月定例会 ６人の議員が一般質問 題字／尾崎邑鵬　書

宮津市議会

　一般質問とは、市政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などに
ついて所信を質し、あるいは報告、説明を求め又は疑問を問うものです。

議会の録画が視聴できます
https://www.city.miyazu.kyoto.jp/site/gikai/

答弁者は、下記のとおり略称を使用しています。
企画部長…企画財政部長　市民部長…市民環境部長
福祉部長…健康福祉部長　産業部長…産業経済部長

市
長

一 括 方 式

城﨑市長のSNS発信が非常に少ないのはなぜか
市　長 市民と対話を積み重ねていく

いく　　 せ 　　やす　　のり

新無所属クラブ　幾 世 恭 典
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問
　
本
会
議
場
の
部
長
席
に

女
性
が
い
な
い
の
は
違
和
感

を
覚
え
る
。
今
後
の
女
性
職

員
登
用
の
予
定
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
課
長
職
以
上
の

管
理
職
45
人
の
う
ち
、
女
性

は
８
人
で
17
・
８
％
。
今
後

も
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の

目
標
20
％
到
達
を
目
指
し
、

休
暇
制
度
の
利
用
促
進
、
キ

ャ
リ
ア
意
識
定
着
な
ど
で
女

性
職
員
の
登
用
を
進
め
た
い
。

問
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
不
調
者
の
状
況
、

相
談
窓
口
と
対
策
を
問
う
。

　
　
　
　
　
不
調
者
は
増
加

し
て
い
な
い
。
相
談
窓
口
は

総
務
課
で
、
令
和
６
年
度
か

ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
制
度
を
導
入
し
た
。

問
　
私
が
勤
め
て
い
た
会
社

は
、
不
正
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

を
監
視
す
る
内
部
監
査
制
度

や
社
員
が
弁
護
士
事
務
所
に

相
談
で
き
る
制
度
が
あ
る
。

同
制
度
を
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
費
用
対
効
果
も

含
め
て
先
行
事
例
を
研
究
し

て
い
る
。
職
員
の
相
談
に
管

理
職
が
気
軽
に
応
じ
る
組
織

づ
く
り
を
大
切
に
し
た
い
。

加
速
す
る
人
口
減
少
に
備

え
よ
う

問
　
本
年
度
か
ら
始
ま
る

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
」
は
、

居
住
地
外
の
登
録
者
が
継
続

し
て
特
定
地
域
へ
訪
れ
る
こ

と
で
宿
泊
、
飲
食
、
交
通
、

物
販
な
ど
の
経
済
効
果
や
地

域
活
動
の
担
い
手
な
ど
に
つ

な
が
る
。
①
商
機
に
で
き
る

か
。
②
ア
ニ
メ
「
艦
隊
こ
れ

く
し
ょ
ん
」
の
影
響
で
遠
隔

地
か
ら
由
良
神
社
の
清
掃
に

訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
や
釣
り
客
な
ど
に
ふ
る

さ
と
住
民
登
録
を
活
用
い
た

だ
き
、
２
地
域
居
住
専
用
の

住
宅
群
を
提
供
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
①
現
在
、
国
が

制
度
設
計
を
進
め
て
い
る
。

地
域
団
体
や
民
間
事
業
者
な

ど
と
連
携
し
て
本
市
に
適
し

た
活
用
を
目
指
し
た
い
。

②
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、

未
使
用
の
公
営
住
宅
や
空
き

家
の
活
用
な
ど
研
究
し
た
い
。

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

企
画
部
長

一 問 一 答

活気あふれる市職員の人事戦略を
総務部長 風通しの良い職場づくりに励みたい

ほし　　 の 　　かず　　ひこ

新無所属クラブ　星 野 和 彦

◆令和７年度行政視察受入状況

◆令和７年度
　議員の請負の状況

視察日

計

山口県岩国市議会 総務委員会

広島県呉市議会（会派）

熊本県議会 地域活力創生特別委員会

三重県鈴鹿市議会（会派）

　　　　　　４団体

視察団体（委員会・会派等） 人数

７

４

23

４

38

視察項目

天橋立の世界文化遺産に向けた取り組みについて

観光資源「天橋立」を活用した観光への取り組みについて

美食のまちづくりに向けた取り組みについて

道の駅「海の京都 宮津」について

区分

会費

祝金

計

件数

７

１

８

支出額

48,000円

1,818円

49,818円

宮津商工会議所創立70周年記念式典会費ほか

海水浴場海開き祝酒

主な支出内容

議員名

長本 義浩

契約
件数

８ 小学校のガラス入替等修繕、保育所の網戸等
修繕、公民館の網戸取付

対象とする役務、物件等契約及び支払を
受けた総額

191,000円　議員個人による市に対する請負
がある場合に報告するものです。

◆令和７年度議長交際費

　議長が市議会を代表して外部と
交際する場合に支出するものです。

 ５月 14日

 ７月 ２日

 11月 19日

 １月 13日
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一般質問・昨年度の状況

問
　
令
和
７
年
12
月
定
例
会

で
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

水
道
料
金
減
免
を
求
め
た
が
、

実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。
令

和
７
年
度
か
ら
８
年
度
の
物

価
高
騰
対
策
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
物
価
高
騰
が
長

期
化
し
て
お
り
、
市
民
生
活

や
市
内
事
業
者
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。本
市
で
は
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
最
大

限
に
活
用
し
、
令
和
７
年
８

月
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
、
令
和
８
年
１
月
に
物
価

高
騰
対
応
子
育
て
応
援
手
当
、

３
月
に
み
や
づ
暮
ら
し
応
援

券
な
ど
物
価
高
騰
対
策
を
実

施
し
て
き
た
。

問
　
昨
年
10
月
徴
収
分
か
ら

水
道
料
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
が
、
府
北
部
各
市
町
の
水

道
料
金
20
立
方
メ
ー
ト
ル
で

の
比
較
は
。

　
　
　
　
　
北
部
７
市
町
で

は
、
水
道
・
下
水
道
使
用
料

金
は
共
に
本
市
が
最
も
高
い
。

問
　
水
道
料
金
減
免
を
実
施

し
た
府
内
自
治
体
と
詳
細
は
。

　
　
　
　
　
令
和
７
年
度
か

ら
８
年
度
に
減
免
を
実
施
し

た
自
治
体
は
16
団
体
。
基
本

料
金
全
額
減
免
・
14
団
体
、

１
／
２
減
免
・
１
団
体
、
一

律
１
１
０
０
円
減
免
・
１
団

体
。
現
金
給
付
は
１
団
体
。

問
　
物
価
高
騰
で
市
民
・
事

業
者
は
厳
し
い
状
況
だ
。
本

市
も
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

交
付
金
な
ど
に
よ
る
水
道
料

金
減
免
実
施
を
求
め
る
が
、

昨
年
12
月
定
例
会
で
は
「
重

点
支
援
地
方
交
付
金
を
踏
ま

え
、
今
後
、
市
全
体
の
施
策

と
し
て
検
討
す
る
。」
と
の

答
弁
だ
っ
た
。
水
道
料
金
な

ど
減
免
施
策
は
検
討
し
て
き

た
の
か
。

　
　
　
　
　
令
和
８
年
度
予

算
編
成
時
に
検
討
し
た
が
、

他
施
策
を
行
う
こ
と
と
し
実

施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
水
道

事
業
を
安
定
的
に
運
営
し
て

い
く
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ

る
が
、
減
免
す
る
こ
と
で
将

来
的
な
負
担
と
な
り
、
さ
ら

な
る
値
上
げ
に
つ
な
が
る
。

建
設
部
長

建
設
部
長

問
　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
２
０

２
５
に
よ
る
と
全
国
的
な
状

況
は
、
５
年
前
に
比
べ
４
分

の
１
近
く
が
離
農
し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
メ
農
家
の
平
均
年

齢
は
高
く
、
農
家
を
支
え
て

い
る
の
は
団
塊
の
世
代
が
中

心
で
あ
る
。
本
市
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
農
業
経
営
体
数

は
２
１
２
（
２
９
８
）、
平

均
年
齢
は
70
・
５
歳
（
71
・

４
歳
）（（
　
）内
は
５
年
前
）。

問
　
平
均
年
齢
が
下
が
っ
た

要
因
は
。
ま
た
、
セ
ン
サ
ス

の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
、

今
後
の
農
業
振
興
の
方
向
性

を
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
二
つ
の
特
徴
が

あ
る
。
一
つ
は
、
年
齢
別
の

基
幹
的
農
業
従
事
者
数
を
見

る
と
、
50
歳
〜
64
歳
以
下
が

51
人
か
ら
37
人
に
、
ま
た
、

65
歳
以
上
で
２
７
５
人
か
ら

２
２
８
人
に
い
ず
れ
も
減
少

し
た
中
で
、
49
歳
以
下
の
従

事
者
が
21
人
か
ら
24
人
に
増

加
し
た
。
若
い
新
規
就
農
者

の
参
入
も
あ
り
平
均
年
齢
が

下
が
っ
た
。
今
後
も
新
規
就

農
者
の
育
成
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
本
市
で
は
、

多
く
の
中
山
間
地
域
の
農
地

を
小
規
模
の
兼
業
農
家
が
支

え
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
地
域
を
守

る
多
面
的
機
能
を
持
つ
小
規

模
農
家
と
、
効
率
的
な
農
業

の
で
き
る
「
よ
り
頑
張
る
農

家
」
と
の
２
階
建
て
の
構
造

を
前
提
に
今
後
の
施
策
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
農
業
を
継
続
す
る
た
め

に
農
業
機
械
を
購
入
す
る
場

合
に
、
国
の
補
助
制
度
の
要

件
を
充
足
し
な
い
小
規
模
農

家
が
多
い
本
市
に
お
い
て
は
、

市
単
独
の
補
助
制
度
の
創
設

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
機
械
購
入
な
ど

に
関
し
て
は
、
集
落
営
農
組

織
や
任
意
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
共
同
利
用
に
取
り
組
む

と
い
う
点
も
選
択
肢
と
し
て

あ
る
。

産
業
部
長

産
業
部
長

産
業
部
長

一 問 一 答

重点支援地方交付金で高い水道料金の減免を
建設部長 物価高騰対策は他の施策で実施している

う つ の み や 　　　あや

日本共産党　宇都宮 綾

一 問 一 答

持続可能な農業の確立に向けた取り組みは
産業部長 小規模農家と効率的な経営農家を前提に取り組む

かわ　　はら　　すえ　　ひこ

新無所属クラブ　河 原 末 彦

建
設
部
長

建
設
部
長

10みやづ市議会だより  2026.8  No.124

一　般　質　問



蒼風会
(４人)

新無所属クラブ
(４人)

公明党
(２人)

日本共産党
宮津市会議員団

(２人)
無会派
(１人)

坂根　栄六
長本　義浩
堀　　未季
横川　秀哉

幾世　恭典
河原　末彦
久保　　浩
星野　和彦

安田　裕美

政務活動費
調査研究費
研修費
広報費
資料作成費
資料購入費
　　計

主な支出内容

支出

返還金

所属議員名

※関係書類は、市議会ホームページ、情報公開コーナー（本館１階 玄関ホール）で閲覧していただけます。

令和７年度政務活動費収支報告

令和８年度政務活動費収支報告（４～７月分）

収入

松本　　隆
松浦登美義

小濃　孝之
宇都宮　綾

480,000
179,256

179,256
300,744

480,000
168,013

266,640

434,653
45,347

240,000

60,990

60,990
179,010

240,000

138,321
17,660
35,894
191,875
48,125

120,000
59,752
21,124

2,060
11,800
94,736
25,264

蒼風会
(４人)

新無所属クラブ
(４人)

公明党
(２人)

日本共産党
宮津市会議員団

(２人)
無会派
(１人)

政務活動費
資料購入費
　　計

支出

返還金

所属議員名

収入 240,000

0
240,000

240,000

0
240,000

0

0
0

120,000
2,200
2,200

117,800

60,000
31,212
31,212
28,788

・調査研究費

・調査研究費

・広報費

・研修費

支出内容

日本共産党
宮津市議会議員団

会派

蒼風会

新無所属クラブ

公明党

無会派（安田）

・広報費
・資料作成費
・資料購入費
・調査研究費

・研修費
・資料作成費
・資料購入費

①東京都杉並区／対話を大切にしたまちづくり、②兵庫県川西市／ＰＦＩ事業
③大阪府泉大津市／マタニティ応援プロジェクト・健康づくり推進条例

①香川県三豊市（(一社 ) 三豊市観光交流局）／官民連携の観光振興
②香川県三豊市／職員が自由に座席を選べるフリーアドレス等によるオフィス改革
③愛媛県西予市／自治体初の働き方改革モデル
④愛媛県松野町（NPO法人森の息吹）／有害鳥獣対策と獣肉活用
会派広報紙作成

①廣瀬行政研究所／事例で考える議会運営のポイント
②廣瀬行政研究所／議長委員長のための議会運営の基礎と実践・議会が回る「しくみ」を知る
③廣瀬行政研究所／議員が知るべきハラスメントの基礎知識

議会報告
定例会資料コピー
平和新聞、地方議会人ほか書籍
①東京都杉並区／対話を大切にしたまちづくり、②兵庫県川西市／ＰＦＩ事業
③大阪府泉大津市／マタニティ応援プロジェクト・健康づくり推進条例
全国市町村国際文化研修所／市町村議会議員研修 3日間コース（社会保障・社会福祉）
資料印刷
農業新聞ほか書籍

坂根　栄六
長本　義浩
堀　　未季
横川　秀哉

幾世　恭典
河原　末彦
久保　　浩
星野　和彦

安田　裕美松本　　隆
松浦登美義

小濃　孝之
宇都宮　綾

主な支出内容

・資料購入費

・資料購入費

会派 支出内容

京都革新懇ニュース

月刊「地方議会人」、農業新聞

日本共産党
宮津市議会議員団

無会派（安田）

※公明党は政務活動費の交付申請をしていません。
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政 務 活 動 費

～ 令和８年度当初予算などについて意見交換 ～

市民と議会の懇談会（春）を開催しました市民と議会の懇談会（春）を開催しました
　市民と議会の懇談会は、議員が議会活動の内容を市民の皆さんに直接お伝えす
るとともに、地域の現状や課題などを伺い、議案の審査や政策提言などに活かす
ことを目的として開催しています。
　４月から５月にかけて市内４会場（議員２班体制）で開催し、３月定例会の報
告や参加者との意見交換を行いました。

開催日

４月23日（木）夜

４月27日（月）夜

５月17日（日）昼

５月19日（火）夜

会 場

養老地区公民館（北部地区）

由良地区公民館（南部地区）

福祉・教育総合プラザ（宮津地区）

参加者数

14人

11人

9人

12人

46人

〇令和８年度当初予算の審議内容について

【移住定住対策】 近隣市町への人口流出が続いていることに危機感がある。対策を検討してほしい。
【公 共 交 通】 人口減少対策として、補助金を増額してバスの枝線を復活すべき。
【観 光 施 策】 「観光都市」という割には商工費の額が少ない。
【国民健康保険】 国民健康保険税の滞納者に対して、徴収強化などもっと厳しく対応すべき。
【財 政 運 営】 行財政改革の進捗が不安。中長期的な視点での安定した財政運営を求める。

〇議員定数・議員報酬の改正について

・議員定数が減ることによって、市民の声を聞く議員が減ることになる。
・議員報酬は議員の能力に応じて引き上げるべき。
・議員報酬をもっと上げて、議員にはもっと仕事をしてほしい。
・議員活動が不透明。議会として京都府等への要望活動をすべき。

〇市政全般について

【過 疎 対 策】
・買い物が困難で地域の生活機能維持に不安がある。伊根町のスーパー誘致のような支援策の検討を。
・自治会の運営力が低下している。自治会運営を支えるための「支援する人への支援」を。
【観　光　等】
・管理者不在のゲストハウスや民泊などによる地域トラブルを懸念する。地域と事業者の対話の場や
　ルール（ガイドライン）が不足している。
・天橋立の世界遺産登録に向けて、もっと様々な形でＰＲすべき。

皆さんからいただいたご意見は、所管部局へ伝えるほか、議会で調査・検討を行うなど、今後の市政運営に
活かせるよう取り組んでいきます。懇談会は秋にも各地区で開催する予定です。ぜひご参加ください！

各地区ごとの懇談会報告書は、
ホームページをご覧ください。

合　　計

各会場でいただいたご意見（主なもの）
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令和7年度 所管事務調査の提言書を  市長に提出しました
所管事務調査は、各常任委員会が所管事項の中から自主的にテーマを設定し、調査・提言を行うものです。
宮津市議会では、２委員会が毎年テーマを決めて調査を行っており、５月25日に市長に提言書を提出しました。

調
査
内
容

　「
市
内
に
は
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
る
。
一
方
で
、
人
手
不
足

は
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
人
口
減
少
の
中

で
地
域
経
済
を
維
持
す
る
こ
と
の
危
機
感

が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
課
題
と
対
策

な
ど
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、
本
テ
ー
マ

を
設
定
し
た
。

■
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換

　
次
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
が
挙
げ
ら
れ

た
。

◆
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
津

　
本
市
と
雇
用
対
策
協
定
を
締
結
し
、
地

域
人
材
確
保
、定
着
支
援
、障
害
者
雇
用
、

ひ
と
り
親
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

市
内
は
観
光
関
連
の
求
人
が
特
に
多
い
が
、

そ
れ
以
外
の
分
野
も
求
職
者
を
大
き
く
上

回
る
求
人
（
約
２
倍
）
が
あ
る
。
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
は
お
互
い
の
ニ
ー
ズ

の
調
整
が
必
要
。

◆
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　
府
北
部
の
求
人
は
福
祉
や
建
設
関
係
が

多
く
、本
市
は
求
職
者
年
齢
が
高
め
。「
求

職
者
が
希
望
す
る
仕
事
が
な
い
」
と
い
う

の
が
現
状
で
、
起
業
な
ど
新
た
な
仕
事
お

こ
し
も
促
し
て
い
る
。

■
管
外
視
察

　
静
岡
県
藤
枝
市
、同
県
熱
海
市
を
訪
れ
、

次
の
よ
う
な
先
進
事
例
を
学
ん
だ
。

◎
商
工
会
議
所
・
金
融
機
関
・
市
が
連
携

協
定
を
結
び
、
地
域
企
業
の
情
報
発
信
、

就
職
奨
励
金
制
度
、
低
率
の
奨
学
ロ
ー
ン

な
ど
で
地
域
ぐ
る
み
で
若
者
の
地
元
就
職

支
援
を
実
施
。
ま
た
、
保
育
士
確
保
の
た

め
の
人
材
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

◎
宿
泊
・
飲
食
業
等
の
人
材
不
足
解
消
の

た
め
雇
用
実
態
を
細
か
く
調
査
し
、
仕
事

を
切
り
出
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
に
活
用
。
ま

た
、
市
内
高
校
と
地
元
企
業
が
連
携
し
て

関
わ
り
を
つ
く
り
、
地
元
で
の
就
職
に
活

か
し
て
い
る
。

産
業
建
設
福
祉
委
員
会

「
宮
津
市
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て

　〜
人
手
不
足
と
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
対
策
に
向
け
て
〜
」

熱海市役所にて、観光経済課の担当者から説明を
受ける

提言の内容

◆令和７年
 ７月23日 所管課（社会福祉課）との懇談
 ８月27日 ハローワーク宮津との懇談
 ８月28日 北京都ジョブパークとの懇談
 11月12日 静岡県藤枝市へ行政視察
 11月13日 静岡県熱海市へ行政視察

◆令和８年
 ２月３日 視察報告会、所管課と意見交換

〇市内高等学校へ高卒時点の就労支援の現状把握のための
　質問事項を送付・回答依頼
※その他、調査研究を延べ13回実施

１．雇用実態調査の実施とデータ分析の強化（就労施策や人手不足解消に向けた施策立案を）
２．人材バンク・マッチングの強化と移住施策との連携（移住希望者の就労促進と定住・地域活力の確保を）
３．金融機関との連携によるＵターン・地元就職促進策の検討（優遇措置付き金融商品等の創設などを）
４．高等学校卒業者等に向けた地元企業情報の「見える化」（若者が地元企業を選択しやすい環境づくりを）
５．地元就職につながる高等学校教育との連携（地元産業の人材需要に応じた教育内容の充実を）
６．「ユースエール認定制度」の活用検討（若者の雇用環境の改善・安定就労の促進を）

調　査　日
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調
査
内
容

　
本
市
に
お
い
て
も
不
登
校
児
童
生
徒
の

割
合
が
増
え
て
い
る
が
、
専
門
的
な
支
援

が
不
足
し
て
い
る
。ま
た
、学
校
現
場
で
は

外
部
人
材
の
活
用
が
限
定
的
で
、
学
習
支

援
や
個
々
の
子
ど
も
の
特
性
へ
の
対
応
な

ど
教
員
の
負
担
が
大
き
い
。
さ
ら
に
、
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
の
保
護
者
へ
の
情
報

提
供
の
時
期
や
方
法
な
ど
に
課
題
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
本
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

■
学
校
な
ど
と
の
意
見
交
換

　
次
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
が
挙
げ
ら
れ

た
。

◆
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ
の
ひ
ろ
ば

　（不
登
校
児
童
生
徒
な
ど
の
支
援
の
場
）

　
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
。
認
知
度
や

情
報
発
信
が
不
十
分
で
、
保
護
者・学
校・

関
係
者
な
ど
と
の
制
度
的
接
続
が
弱
い
。

◆
宮
津
小
学
校

　
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
教
員
免
許
を

有
す
る
常
勤
支
援
員
が
不
足
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
の
個
別
特
性
な
ど
、
教
員
は

専
門
的
な
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

◆
宮
津
中
学
校

　
不
登
校
生
徒
増
加
の
要
因
と
し
て
、
学

習
面
で
の
つ
ま
ず
き
が
あ
る
。
通
常
教
室

に
授
業
支
援
員
の
配
置
を
望
む
。

■
管
外
視
察

　
愛
知
県
瀬
戸
市
、
静
岡
県
袋
井
市
、
兵

庫
県
加
西
市
を
訪
れ
、
次
の
よ
う
な
先
進

事
例
を
学
ん
だ
。

◎
教
育
委
員
会
が
福
祉
分
野
の
補
助
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
、
学
校
内
外
に
「
子

ど
も
の
居
場
所
」
を
整
備
し
て
い
る
。

◎
教
育
・
保
健
・
福
祉
の
所
管
の
枠
を
超

え
て
、
早
期
療
育
、
不
登
校
支
援
、
家
庭

支
援
な
ど
を
包
括
的
に
実
施
し
て
い
る
。

◎
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
発

達
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
臨
床
心
理
士
等

の
専
門
職
人
材
が
、
学
校
・
家
庭
・
専
門

機
関
で
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

令和7年度 所管事務調査の提言書を  市長に提出しました

総
務
文
教
委
員
会

「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
学
べ
る
教
育
環
境
の
確
立
に
向
け
て

　〜
不
登
校
や
発
達
障
害
な
ど
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
〜
」

提言の内容

◆令和７年
 ８月１日 所管課（学校教育課）との懇談
 11月11日 愛知県瀬戸市へ行政視察
 11月12日 静岡県袋井市へ行政視察
 11月13日 兵庫県加西市へ行政視察

◆令和８年
 ２月３日 視察報告会、所管課と意見交換
 ２月18日 教育支援センターこころのひろば視察・意見交換
 ２月19日 宮津小学校通級指導教室など視察・意見交換
 ２月27日 宮津中学校校内フリースクール視察・意見交換
　※その他、調査研究を延べ16回実施

１．専門職人材の確保及び活用
　　スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーに加え、作業療法士、言語聴覚士等の専門
職人材の確保を図るとともに、その積極的な活用を推進されたい。

２．包括的で切れ目ない支援体制の構築
　　教育部局・福祉部局が一体となり、発達特性や学習上のつまずきなどを早期発見するとともに早
期支援につながる仕組みを整え、就学前からの包括的で切れ目ない支援体制の構築を図られたい。

所管事務調査報告書と提言書の全文は、 
ホームページをご覧ください。

瀬戸市立中学校の空き教室を活用した子どもの居場
所「せと“ここ”ほっとルーム」にて、学校教育課の
担当者から説明を受ける

調　査　日
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編
集
後
記

　
今
号
の
「
宮
津
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、
改
選

前
と
改
選
後
の
委
員
が
力
を
合
わ
せ
て
編
集
し

た
節
目
の
号
で
す
。

　
６
月
の
宮
津
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
は
、

新
た
に
４
名
の
議
員
を
迎
え
、
新
た
な
体
制
で

の
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
市

長
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
と
も
に
無
投
票
と

な
っ
た
現
状
は
議
会
と
し
て
も
真
摯
に
受
け
止

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
身
近
で
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
議
会
情
報
化
委
員
会
は
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
加
え
、
市
民
と
議
会
の
懇
談
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
情
報
発
信
な
ど
、
広
報
・
広
聴
の
要
を
担

う
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
・
議

員
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
歩
む
議
会
（
委
員
会
）
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
堀　
未
季
）

【
議
会
情
報
化
委
員
会
】

委
員
長
　
堀
　 

未
季

副
委
員
長
　
長
林 

三
代

委
　
　
員
　
寺
田 

俊
介

委
　
　
員
　
濱
本 

喜
彦

委
　
　
員
　
久
保
　 

浩

委
　
　
員
　
松
本
　 

隆

永年勤続議員表彰
　令和８年５月27日開催の全国市
議会議長会第102回定期総会にて、
表彰されました。

【副議長４年以上】
ほ し の　かずひこ　　　　

星野 和彦 議員

【議員15年以上】
かわはら　すえひこ　　　　　　さ か ね　えいろく　　　　

河原 末彦 議員、坂根 栄六 議員

６月定例会のトピック

●長期欠席時の報酬減について規定
　議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正し、疾病等により長期間にわたり議会の会
議などに出席できない場合の議員報酬及び期末手当に
ついて、減額措置を講じることを規定しました。
　今後は、議員報酬・期末手当ともに、長期欠席期間
91日～180日：20％減、181日～365日：30％減、
366日～730日：50％減、731日以上：100％減と
することとします。

※開議時刻　午前10時（この日程は予定であり、予告なく変更する場合があります。）

9月定例会 会議日程 ・請願の締切り　8/27（木）正午

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・質疑）

常任委員会・
予算委員会

本会議（補正予算等）
（委員長報告～採決）

本会議（決算等）
（委員長報告～採決）

（予備日）

予算・決算委員会
（総括質疑）

予算・決算委員会
（委員間討議）

本会議
（開会・提案説明等）

8/30

9/6

9/13

9/20
9/27

10/4

10/11

8/31

9/7

9/14

9/21
9/28

10/5

10/12

9/1

9/8

9/15

9/22
9/29

10/6

10/13

9/2

9/9

9/16

9/23
9/30

10/7

10/14

9/3

9/10

9/17

9/24
10/1

10/8

10/15

9/4

9/11

9/18

9/25
10/2

10/9

10/16

9/5

9/12

9/19

9/26
10/3

10/10

10/17

日 月 火 水 木 金 土

決算委員会決算委員会
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